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神事芸能である神楽には様々な属性のものがあ

るが、島根県浜田の「石見神楽」は、農耕の豊

穣神である大元神に奉納する大元神楽が源とさ

れ、現在も氏神様の秋祭で奉納される。一方、

石見神楽は「見せる」魅力も大きく、地域のエ

ンターティメントとして絶大な支持を博し、毎

週末、また不定期上演も多く、県外・海外公演

の招聘も多い。

東アジアの神事芸能の状況を踏まえ、当地の神

事芸能・民俗芸能の文脈に立ちながら、高いエ

ンターティメント性を獲得した石見神楽につい

て、神楽社中の中でも人気を博す西村神楽社中

の代表日高均氏に、「大蛇」等を例に身体の使い

方や音の働きなども含め、ご紹介頂く。

代表を務める西村神楽社中は、浜田市西部に位置する西

村町にあり、浜田八調子神楽の代表的社中。1976 年

22 歳で神楽社中を設立。日脚社中の肥後勝氏、―ノ谷

徳市氏に指導を受け、伝統的な石見神楽を習得。1986

年、結成 10 周年記念神楽に 1700 名の観客を集め、

重要な社中の１つと認められる。同年、後継者養成と青

少年健全育成を目的として子供神楽社中を設立。

日高 均
（西村神楽社中・代表）

石見神楽

申込 ・ 参加費  不要

神と人のエンターティメント神と人のエンターティメント


